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パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
作
品
に
お
け
る
植
物
・
文
字

野
　
田
　
由
美
意

は
じ
め
に

　

パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
植
物
に
対
す
る
制
作
上
、
ま
た
芸
術
理
論
上
で
の

取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
ク
レ
ー
研
究
で
も
多
く
の
言
及
が

な
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
ク
レ
ー
と
植
物
に
つ
い
て
論
ず
る
に
あ
た
っ
て

は
、
と
り
わ
け
一
九
二
〇
年
代
前
半
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で

ク
レ
ー
が
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
時
期
の
作
品
と
芸
術
理
論
に
注
目
し
た

い
。
ク
レ
ー
は
ゲ
ー
テ
の
自
然
科
学
論
の
中
で
も
特
に
形
態
学
、
植
物
の

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
理
論
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
、
自
ら
の
造
形
論
と

の
類
推
を
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代
の
論
文
や
講
演
、
講
義
の

た
め
の
原
稿
に
お
い
て
試
み
て
い
る
。
ま
た
植
物
に
関
す
る
作
品
と
し
て

は
こ
の
時
期
特
に
、
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
制
作
し
た
十
点

の
「
文
字
絵
」（Sch

riftb
ild

）
の
構
成
を
取
り
入
れ
た
、
植
物
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
群
が
多
く
目
立
つ
。
本
稿
で
は
ま
ず
、
ク
レ
ー
が
文
字
絵

の
実
験
か
ら
、
音
楽
・
時
間
を
造
形
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
抽

象
的
、
平
面
的
な
画
面
構
成
の
絵
画
の
可
能
性
を
模
索
し
た
こ
と
を
取
り

上
げ
る
。
そ
し
て
、
ゲ
ー
テ
の
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
理
論
と
ク
レ

ー
の
造
形
論
の
類
推
を
検
討
し
た
上
で
、
文
字
絵
を
応
用
し
た
植
物
に
関

す
る
作
品
群
に
つ
い
て
論
ず
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
改
め
て
一
九
二
〇
年
代

前
半
に
ク
レ
ー
が
作
品
を
制
作
す
る
上
で
、「
植
物
」
が
い
か
に
重
要
な

問
題
を
投
げ
か
け
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

1　

一
九
一
六
―
一
九
二
一
年
の
文
字
絵

ク
レ
ー
は
一
九
一
六
―
一
九
二
一
年
に
十
点
の
「
文
字
絵
」
を
制
作

し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
実
際
に
タ
イ
ト
ル
に｢

文
字
絵｣

と
い
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う
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
は
一
九
二
一
年
に
作
ら
れ
た
二
点
の
み
で
あ

る
が
、
そ
の
全
体
の
特
徴
が
他
の
八
点
の
作
品
と
も
共
通
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
作
品
を
「
文
字
絵
」
の
範
疇
に
含
め
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、
詩

を
挿
入
し
て
画
面
全
体
が
構
成
さ
れ
、
線
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
文
字

の
間
隙
が
着
色
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（1）
。
そ
れ
ら
の
作
品
は

以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
中
国
の
詩
の
ド
イ
ツ
語
訳
に
基
づ

く
文
字
絵
が
一
九
一
六
年
に
六
点
描
か
れ
る
。
梁
の
詩
人
王
僧
孺
の
詩

「
秋
閨
怨
」
に
よ
る
二
点
《
王
僧
孺
に
よ
る
中
国
詩
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、

高
く
輝
い
て
月
が
出
る
。
第
一
部
》（1916,  20

）、《
王
僧
孺
の
詩
の
第

二
部
》（1916, 22

）
と
、
漢
武
帝
の
詩
「
秋
風
辞
」
に
よ
る
四
点
《
中

国
詩
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン　

秋
風
が
吹
い
て
、
ほ
ら
！
〈
漢
武
帝
、
第

一
部
》（1916,  23

）、《
漢
武
帝　

第
二
部　

も
う
蘭
の
花
が
咲
い
て
》

（1916, 24

）、《
漢
武
帝 

第
三
部　
（
船
は
）
軽
快
に
進
み
》（1916, 25

）、

《
漢
武
帝　

第
四
部　

波
が
音
を
立
て
る
と
》（1916, 26

）
で
あ
る
。
次

に
一
九
一
七
年
の
《Em

ilie

》（1917,  48

）
と
、
一
九
一
八
年
の
《
か
つ

て
夜
の
灰
色
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た　

色
彩
文
字
》（1918,  17

）﹇
図
１
﹈。

最
後
に
旧
約
聖
書
の
『
雅
歌
』
ド
イ
ツ
語
訳
に
基
づ
く
一
九
二
一
年
の
二

点
、《
雅
歌
に
よ
る
文
字
絵
「
彼
の
口
の
く
ち
づ
け
で
、
彼
が
私
に
く
ち

づ
け
し
て
く
れ
た
ら
…
…
」
第
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
》（1921, 142
）﹇
図

２
﹈、《
雅
歌
に
よ
る
文
字
絵
「
彼
の
口
の
く
ち
づ
け
で
、
彼
が
私
に
く
ち

づ
け
し
て
く
れ
た
ら
」（
第
二
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
）》（1921, 179

）
が
描
か

れ
る
。

最
初
に
文
字
絵
が
雑
誌
や
本
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
一
九
二
〇
年
で
あ
る
。

ま
ず
、
五
―
六
月
に
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル
ツ
画
廊
で
の
ク
レ
ー
の
大
規
模
な

回
顧
展
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
、
雑
誌“D

er A
ra

ra
t”

の
ク
レ
ー

特
集
号
に
、
一
九
一
六
年
の
文
字
絵
《
王
僧
孺
の
詩
の
第
二
部
》
の
図

版
が
第
一
頁
に
注
釈
無
し
で
掲
載
さ
れ
た
（2）
。
次
い
で
こ
の
作
品
と
《
王

僧
孺
に
よ
る
中
国
詩
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
高
く
輝
い
て
月
が
出
る
。
第

一
部
》
の
図
版
が
や
は
り
注
釈
無
し
で
、
十
二
月
に
出
版
さ
れ
た
レ
オ
ポ

ル
ト
・
ツ
ァ
ー
ン
に
よ
る
ク
レ
ー
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
掲
載
さ
れ

た
（3）
。
ツ
ァ
ー
ン
は
雑
誌“D

er A
ra

ra
t ”

の
編
集
者
で
あ
り
、
こ
の
モ

ノ
グ
ラ
フ
は
ま
さ
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ゴ
ル
ツ
画
廊
で
の
回
顧
展
と
一
揃
い

に
な
る
形
で
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
（4）
。
こ
の
二
つ
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
、

ク
レ
ー
自
筆
の
作
品
カ
タ
ロ
グ
及
び
そ
の
写
し
に
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
一
九
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
両
者
の
テ
ク
ス
ト
で
、
こ
れ
ら
の
作
品

図 1	 パウル・クレー《かつて夜の灰
色から浮かび上がった　色彩文
字》1918，17，紙に水彩，ペン，
鉛筆，厚紙に貼付，ペンによる
縁どり，22.6×15.8 cm，パ
ウル・クレー・センター
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に
つ
い
て
は
、“Sch

riftb
ild

”

（「
文
字
絵
」）
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
（5）
。

一
九
二
〇
年
よ
り
前
に
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
文
字
絵
は
、
一
九
一
六
年

の
六
点
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
九
一
七
年
に
三
つ
の
展
覧
会
で
展
示

さ
れ
た
が
、
そ
の
内
二
つ
の
展
覧
会
で
こ
の
言
葉
は
使
わ
れ
ず
、
ま
た
も

う
一
つ
の
展
覧
会
で
も
前
者
に
倣
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（6）
。
そ
の
た

め
一
九
二
〇
年
の
回
顧
展
の
時
点
で
ク
レ
ー
と
ハ
ン
ス
・
ゴ
ル
ツ
に
よ
っ

て“Sch
riftb

ild
”

と
い
う
言
葉
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
ク
レ
ー
は
一
九
二
一
年
の
二
点
に
関
し
て
、
こ
の“Sch

riftb
ild

”

と

い
う
言
葉
を
タ
イ
ト
ル
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

上
記
の
「
詩
を
挿
入
し
て
画
面
全
体
が
構
成
さ
れ
、
線
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
文
字
の
間
隙
が
着
色
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
特
徴
を
持
つ
作
品
に

つ
い
て
自
覚
的
に“Sch

riftb
ild

”

「
文
字
絵
」
と
い
う
範
疇
を
設
け
た

の
は
、
一
九
二
〇
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
一
九
一
六
年

以
前
と
一
九
二
一
年
以
後
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
た
作
品
を
作
っ

て
い
な
い
た
め
、
明
ら
か
に
こ
の
期
間
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
持

続
し
て
い
る
ク
レ
ー
の
関
心
事
が
、
こ
の
作
品
群
を
生
み
出
す
大
き
な
要

因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
関
心
事
と
は
、
第
一
に
言
語
で
あ
る
。

ク
レ
ー
は
、
一
九
一
六
年
以
前
か
ら
す
で
に
言
語
領
域
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
彼
が
詩
作
を
好
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
画
家

と
し
て
の
出
発
点
か
ら
線
描
画
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
ヴ
ォ
ル
テ

ー
ル
の
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド
』（“C

a
n

d
id

e ”

）
な
ど
の
挿
絵
を
描
い
て
い

た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
し
て
一
九
一
二
年
以
降
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
未

来
派
、
青
騎
士
の
絵
画
を
知
る
こ
と
に
よ
り
彼
の
作
品
が
抽
象
性
を
増
す

に
つ
れ
て
、
画
面
上
に
文
字
が
他
の
造
形
的
要
素
と
同
等
の
価
値
を
持
っ

て
現
れ
始
め
る
。
一
九
一
六
年
の
文
字
絵
は
こ
う
し
た
実
験
の
最
初
の
一

成
果
で
あ
り
、
ク
レ
ー
は
結
果
と
し
て
十
点
の
文
字
絵
を
制
作
す
る
こ
と

図 2	 パウル・クレー《雅歌による文字絵「彼の口のくちづけで、彼が私にくち
づけしてくれたら…」第 1ヴァージョン》1921， 142， 紙にペン， 鉛筆， 
水彩， 厚紙に貼付， 16.1×23cm， ローゼンガルト・コレクション
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に
な
る
。

こ
れ
ら
の
文
字
絵
の
特
徴
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
一
九
一
六
年
か
ら

一
九
一
八
年
の
文
字
絵
で
は
、
色
彩
は
意
味
論
的
な
基
準
で
配
置
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
一
九
一
八
年
の
文
字
絵
《
か
つ
て
夜
の
灰
色
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
た　

色
彩
文
字
》
に
お
い
て
、
画
面
中
央
の
銀
色
の
帯
を
挟
ん
で

上
下
画
面
に
書
か
れ
た
ド
イ
ツ
語
の
詩
は
、
第
一
に
天
体
の
運
行
を
表
し

て
お
り
、
色
彩
が
そ
れ
を
図
解
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
レ

ン
ガ
の
壁
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
た
小
さ
な
矩
形
の
列
に
は
、
各
矩
形
に
当

て
は
め
ら
れ
た
文
字
か
ら
な
る
詩
行
ご
と
に
、
そ
れ
が
意
味
す
る
天
空
の

色
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
画
面
上
部
に
は
太
陽
の
運
行
に
影
響

を
受
け
た
明
け
方
か
ら
夕
方
に
か
け
て
の
空
の
色
の
移
り
変
わ
り
が
表
さ

れ
、
画
面
下
部
で
は
沈
ん
だ
太
陽
に
代
わ
っ
て
月
が
昇
っ
た
夜
空
を
表
す

色
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
（7）
。

さ
ら
に
最
終
的
に
一
九
二
一
年
の
二
点
の
文
字
絵
に
お
い
て
は
、
詩
の

強
音
節
に
当
た
る
各
母
音
に
各
色
が
規
則
的
に
結
び
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
二
点
の
文
字
絵
は
旧
約
聖
書
中
の
『
雅
歌
』、
第
一
章
二
―
三
節
か
ら

構
成
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
の
父
ハ
ン
ス
・
ク
レ
ー
に

よ
っ
て
自
由
訳
さ
れ
た
『
雅
歌
』
に
基
づ
い
て
い
る
（8）
。『
雅
歌
』
に
よ

る
文
字
絵
第
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
ハ
ン
ス
訳
の
詩
の
フ
ォ
ル
ム
に
注

意
が
払
わ
れ
た
結
果
、
各
詩
行
を
矩
形
の
色
彩
単
位
に
分
割
し
、
母
音
と

色
を
厳
密
に
関
係
付
け
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
全
体
を
構
成
し
て
い
く
方
法
が

採
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
雅
歌
』
に
よ
る
文
字
絵
の
第
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

よ
り
も
挿
絵
的
な
特
徴
の
強
い
第
二
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
も
、
詩
行
の
配
列
、

各
母
音
と
各
色
の
組
み
合
わ
せ
の
方
法
は
第
一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
ほ
ぼ
共

通
し
て
い
る
。
両
作
品
で
は
、
こ
の
色
彩
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
文
字
に
よ

る
線
の
生
成
過
程
が
結
合
し
て
、
画
面
に
時
間
的
、
音
楽
的
性
質
が
現
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
一
九
二
二
年
の
《
歌
手
ロ
ー
ザ
・
ジ
ル
バ
ー
の

声
の
織
物
》（1922, 126

）
や
、
同
年
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
造
形
理
論
ノ
ー
ト

に
記
し
た
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
『
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
た
め

の
ソ
ナ
タ
第
六
番
ト
長
調
第
四
楽
章
ア
ダ
ー
ジ
ョ
』
の
視
覚
的
読
み
替
え

な
ど
、
そ
の
後
の
作
品
と
造
形
論
の
展
開
に
明
確
な
一
つ
の
指
標
を
与
え

る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品
群
が
現
れ
た
芸
術
的
な
背
景
と
し
て
、
次
の
こ
と
が

考
慮
さ
れ
る
。
絵
画
上
に
文
字
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
世
の
ミ
ニ
ア

チ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
は
全
く
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
首

尾
一
貫
し
た
視
覚
的
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
統
一
さ
れ
た
全
体
と
い
う
、

ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
定
着
す
る
絵
画
の
概
念
は
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ

ィ
エ
の
関
係
が
恣
意
的
な
言
語
記
号
が
、
自
然
と
の
類
似
を
前
提
と
す
る

絵
画
記
号
の
秩
序
に
属
さ
な
い
た
め
に
、
ま
た
遠
近
法
に
よ
る
虚
構
の
空

間
に
属
さ
な
い
た
め
に
、
絵
画
に
言
葉
を
書
き
込
む
こ
と
を
許
さ
な
か
っ

た
（9）
。
キ
ュ
ビ
ス
ト
た
ち
は
、
そ
の
伝
統
に
反
し
て
対
象
を
複
数
の
視
点

か
ら
眺
め
同
時
的
に
合
成
し
た
図
像
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

そ
の
際
に
画
面
上
に
文
字
を
書
き
込
み
あ
る
い
は
新
聞
等
の
断
片
を
貼
り

付
け
、
絵
画
で
し
か
あ
り
得
な
い
空
間
表
現
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
ま
た
同
時
的
な
対
比
作
用
だ
け
で
は
な
く
、
色
彩
の
動
力
学
が

継
続
し
て
展
開
し
て
い
く
も
の
と
し
て
の
時
間
の
原
理
を
、
ク
レ
ー
と
親
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パウル・クレーの作品における植物・文字

交
の
あ
っ
た
ロ
ベ
ー
ル
・
ド
ロ
ー
ネ
ー
が
非
常
に
横
に
長
い
画
面
に
お
い

て
表
現
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
新
興
の
雑
誌
の
挿
絵
や
ポ
ス
タ
ー
の
制

作
に
携
わ
っ
た
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
画
家
た
ち
は
、
そ
れ
ら
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
作
品
と
共
に
ペ
ー
ジ
を
占
め
る
、
あ
る
い
は
作
品
の
一
部
を

構
成
す
る
文
字
に
強
い
関
心
を
示
し
た
。
ク
レ
ー
が
絵
画
に
言
語
を
取
り

入
れ
よ
う
と
し
た
背
景
に
は
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
シ
ュ
テ
ィ
ー
ル
の
画
家
た
ち

に
お
け
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
も
の
へ
の
関
心
や
、
表
現
主
義
台
頭
に
際
す

る
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
の
伝
統
の
再
評
価
（10）
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
や
未
来
派
の
絵

画
に
お
け
る
造
形
要
素
と
言
語
を
組
み
合
わ
せ
る
実
験
、
さ
ら
に
は
未
来

派
の
詩
に
お
け
る
音
声
詩
や
形
象
詩
、
ダ
ダ
の
同
時
進
行
詩
の
実
験
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
文
字
絵
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
周
辺
の
動
向
と
関
係

が
あ
り
つ
つ
、
最
終
的
に
時
間
や
運
動
を
絵
画
の
中
に
導
入
し
よ
う
と
す

る
意
図
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

２　

ゲ
ー
テ
の
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
理
論
と
ク
レ
ー
の
造
形
論

ま
ず
は
文
字
絵
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
間
、
運
動
を
作
品
に
お
い

て
追
求
し
始
め
た
ク
レ
ー
は
、
植
物
の
生
長
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
た
。

一
九
二
〇
年
の
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
『
芸
術
と
時
代
の
ト
リ
ビ
ュ
ー

ネ
』
誌
の
特
集
号
「
創
造
の
信
条
告
白
」
に
寄
稿
し
た
論
文
で
、「
芸
術

は
創
造
と
比
喩
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
」
（11）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ク

レ
ー
は
自
然
の
生
長
過
程
と
芸
術
の
制
作
過
程
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
、
無

数
の
作
品
や
芸
術
論
で
追
求
し
続
け
た
。
ク
レ
ー
に
と
っ
て
芸
術
作
品

は
自
律
的
な
有
機
体
と
し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
然
の
模
倣

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
（12）
。
ク
レ
ー
は
上
記
論
文
で
、

「
芸
術
は
眼
に
み
え
る
も
の
を
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
眼
に
み
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（13）
。
こ
の
よ
う
な
考
え
の
源
泉
と
し

て
、
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
き
た
（14）
。
ク

レ
ー
が
実
際
に
い
つ
ゲ
ー
テ
の
自
然
科
学
研
究
に
触
れ
た
の
か
は
従
来
の

研
究
で
も
特
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト

ナ
ー
は
そ
の
関
心
を
示
し
得
る
手
掛
か
り
と
し
て
次
の
二
点
を
挙
げ
て
い

る
（15）
。
一
つ
は
一
九
一
八
年
二
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
ル
ド
ル
フ
・

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
講
演
を
、
当
時
人
知
学
に
は
ま
っ
て
い
た
妻
リ
リ
ー
・

ク
レ
ー
と
共
に
聞
い
た
こ
と
で
、
そ
の
講
演
で
は
ゲ
ー
テ
の
メ
タ
モ
ル
フ

ォ
ー
ゼ
論
が
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
一
八
八
三
―

一
八
九
七
年
に
『
ゲ
ー
テ
自
然
科
学
論
文
集
』
を
編
集
し
て
い
る
。
も

う
一
つ
は
一
九
二
二
年
十
月
二
十
一
日
付
の
ク
レ
ー
か
ら
カ
テ
リ
ー
ネ
・

Ｓ
・
ド
ラ
イ
ア
ー
へ
の
手
紙
で
、
そ
の
関
心
を
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ク
レ
ー
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
招
聘
さ
れ
て
一
九
二
一
年

か
ら
二
五
年
に
か
け
て
同
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
教
鞭
を
執
っ
た
が
、
そ
の
間
、

一
九
二
三
年
秋
か
ら
一
九
二
四
年
の
春
ま
で
の
講
義
、
中
で
も
特
に
「
原

理
的
秩
序
」
の
章
で
自
然
の
生
長
と
そ
の
形
態
の
変
化
の
過
程
を
取
り
上

げ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
に
お
け
る
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ

ォ
ー
ゼ
理
論
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
理
論
に
お
い
て

ゲ
ー
テ
は
、
葉
と
い
う
基
本
器
官
が
「
収
縮
と
拡
張
」
を
繰
り
返
し
植
物

が
生
長
し
て
い
く
と
考
え
た
。
つ
ま
り
彼
は
植
物
を
、
収
縮
と
拡
張
を



166

繰
り
返
し
て
栄
養
・
生
長
・
生
殖
と
機
能
を
変
え
な
が
ら
上
昇
し
て
い

く
も
の
と
と
ら
え
、
こ
の
植
物
の
根
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
「
原
・
植
物

（U
rp

fl
an

ze

）」
と
呼
ん
だ
（16）
。
ク
レ
ー
は
「
原
理
的
秩
序
」
の
章
の
「
葉

脈
の
分
岐
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
、
自
然
に
倣
っ
た
葉
の
線
描
」
（17）

で
、
こ
の
「
原
・
植
物
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
﹇
図
３
﹈。
ク
レ

ー
は
こ
こ
で
「
線
の
放
射
力
」
を
述
べ
、
葉
脈
を
均
一
に
分
配
し
た
結

果
と
し
て
の
楕
円
形
の
「
原
フ
ォ
ル
ム
」、
カ
エ
デ
の
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム

を
作
る
輪
郭
線
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
で
内
か
ら
外
へ
と
押
し
出
さ
れ
た

「
過
渡
的
な
フ
ォ
ル
ム
」
と
「
構
成
さ
れ
た
フ
ォ
ル
ム
」
を
描
き
分
け
て

い
る
。

ゲ
ー
テ
の
形
態
学
は
、
有
機
体
を
分
析
的
論
証
的
態
度
に
よ
っ
て
で
は

な
く
、「
眼
に
み
え
手
で
ふ
れ
ら
れ
る
そ
の
外
な
る
部
分
部
分
を
不
可
欠

の
ま
と
ま
り
と
し
て
把
握
し
、
そ
れ
を
内
な
る
も
の
の
反
映
と
し
て
受

け
と
め
、
こ
う
し
て
こ
の
全
体
を
」
直
観
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す

る
こ
と
を
基
盤
と
し
た
（18）
。
ゲ
ー
テ
が
生
命
体
の
認
識
に
つ
い
て
「
全
体

性
」
を
重
視
し
た
よ
う
に
、
ク
レ
ー
も
ま
た
「
完
結
し
静
態
化
し
た
全
体

で
は
な
く
、
作
動
を
継
続
し
続
け
れ
ば
こ
そ
成
立
す
る
「
動
的
な
全
体

性
」」
を
目
指
し
た
（19）
。
そ
れ
を
最
も
顕
著
に
示
す
の
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・

バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代
の
「
階
層
化
（Stu

fu
n

g

）」
と
い
う
フ
ォ
ル
ム
の
テ
ー

マ
を
持
つ
作
品
群
で
あ
る
。
例
え
ば
《
夜
の
植
物
の
成
長
》（1922, 174

）

﹇
図
４
﹈
で
は
、
円
、
紡
錘
形
、
矩
形
の
三
つ
の
幾
何
学
形
が
基
本
と
な

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
植
物
的
な
フ
ォ
ル
ム
を
形
成
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
下
か

ら
上
へ
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
上
昇
す
る
生
長
の
運
動
が
展
開
し
て
い
る
。
同

図 3	 パウル・クレー， 教育的遺稿， 
PN 10 M 9/5， 紙にペン， 
22.1 × 14.4cm， パウル・クレ
ー・センター

図 4	 パウル・クレー《夜の植物の成長》
1922， 174， 厚紙に油彩， 47.2×
34.1cm， ピナコテーク・デア・モデ
ルネ， ミュンヘン
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様
の
植
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
と
し
て
、《
垂
れ
下
っ
て
い
る
果
実
》

（1921, 70
）、《
植
物
の
生
長
》（1921, 193

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

３　

文
字
絵
を
応
用
し
た
植
物
に
関
す
る
作
品

　

こ
の
よ
う
に
ク
レ
ー
は
「
動
的
な
全
体
性
」
を
作
品
に
追
求
し
、
ゲ
ー

テ
の
形
態
学
へ
の
関
心
か
ら
植
物
の
生
長
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
。《
夜

の
植
物
の
成
長
》
は
そ
れ
を
顕
著
に
示
す
作
品
で
あ
る
が
、
ク
レ
ー
は
さ

ら
に
文
字
絵
を
応
用
し
た
植
物
に
関
す
る
作
品
を
、
彼
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・

バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
教
鞭
を
執
っ
た
時
期
と
重
な
る
一
九
二
〇
年
か
ら
二
五
年

に
か
け
て
、
特
に
集
中
し
て
制
作
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
画
面
一
面

に
平
行
線
が
引
か
れ
、
そ
こ
に
様
々
な
植
物
が
文
字
や
音
符
の
よ
う
に
並

べ
ら
れ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
部
分
の
反
復
と
固
体
化
を

繰
り
返
し
つ
つ
増
殖
し
、
や
が
て
全
体
が
固
体
化
さ
れ
る
（20）
植
物
の
動
的

で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
、
詩
や
楽
譜
の
よ
う
な
構
成
で
表
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
こ
の
フ
ォ
ル
ム
の
作
品
は
、
畑
や
庭
園
や
森
、

ま
た
植
物
相
な
ど
を
表
す
傾
向
が
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の
文
字
絵
を
応
用

し
た
植
物
に
関
す
る
作
品
群
に
注
目
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
の
作
品
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ⅰ　

一
九
二
〇
年
。
①
一
連
の
油
彩
画
《
秋
の
木
々
の
リ
ズ
ム
》

（1920, 40

）、《
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
木
の
風
景
》（1920,  41

）﹇
図
５
﹈、《
ラ

ク
ダ
（
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
木
の
あ
る
風
景
に
い
る
）》（1920,  43

）﹇
図
６
﹈、

《
黒
い
植
物
の
あ
る
庭
の
絵
》（1920, 72

）、
②
こ
れ
ら
の
作
品
と
同
じ

図 5	 パウル・クレー《リズミカ
ルな木の風景》1920， 41， 
厚紙に油彩とペン， 47.5×
29.5cm， 個人蔵

図 6　パウル・クレー《ラクダ（リズミカルな木のあ
る風景にいる）》1920， 43， チョークで地塗
りしたガーゼに油彩とペン， 厚紙に貼付， 裏
面に未完成の着色された習作， 48×42cm， ノ
ルトライン＝ヴェストファーレン州立美術館
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よ
う
な
平
行
線
と
木
の
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
た
油
彩
画
《
平
原
の
庭
Ⅰ
》

（1920, 184

）﹇
図
７
﹈
と
《
平
原
の
庭
Ⅱ（
園
亭
の
あ
る
）》（1920, 185

）

﹇
図
８
﹈。
こ
れ
ら
は
も
と
は
一
つ
の
作
品
で
、《
平
原
の
庭
Ⅱ
（
園
亭
の

あ
る
）》
の
庭
の
植
物
が
生
え
て
い
る
下
半
分
が
も
と
の
作
品
の
画
面
上

部
、《
平
原
の
庭
Ⅰ
》
の
庭
の
植
物
が
生
え
て
い
る
下
半
分
が
も
と
の
作

品
の
画
面
下
部
を
占
め
て
い
た
（21）
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
と
の
作
品
は
①
の

《
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
木
の
風
景
》
な
ど
に
近
い
フ
ォ
ル
ム
を
し
て
い
た
。
ク

レ
ー
は
こ
れ
ら
を
上
下
に
切
断
し
、
特
に
《
平
原
の
庭
Ⅱ
（
園
亭
の
あ

る
）》
に
青
い
空
の
部
分
を
上
に
付
け
加
え
た
こ
と
で
、
も
と
の
二
次
元

的
画
面
構
成
か
ら
三
次
元
的
空
間
へ
、
よ
り
具
象
的
な
風
景
画
へ
作
り
変

え
て
い
る
。
③
「
絵
碑
銘
（B

ild
erin

sch
rift

）」
と
タ
イ
ト
ル
に
記
さ
れ

た
二
点
の
作
品
と
し
て
、《
絵
碑
銘
（
馬
車
の
あ
る
）》（1920, 116

）
と

図 7　パウル・クレー《平原の庭 I》1920， 184， 紙に油彩， 厚紙に貼
付， 18 × 25.4cm， ツィーグラー・コレクション財団， ミュー
ルハイム・アン・デア・ルール美術館

図 8　パウル・クレー《平原の庭 II（園亭のある）》1920， 185， 紙に油
彩， 厚紙に貼付， 18.5 × 25.5cm， 個人蔵（スイス）， パウル・
クレー・センターに寄託
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パウル・クレーの作品における植物・文字

《
騎
手
の
い
る
絵
碑
銘
》（1920, 117

）﹇
図
９
﹈、
ま
た
そ
れ
ら
と
類
似

し
た
フ
ォ
ル
ム
の
線
描
画
で
あ
る
《
村
の
狂
女
》（1920,  31

）、《
庭
園

の
驢
馬
》（1920,  53

）、《
村
―
狂
女
》（1920,  55

）、《
平
行
に
走
る
水

平
線
上
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
》（1920,  63

）。
こ
れ
ら
は
①
の
作
品
群
に

類
似
し
た
フ
ォ
ル
ム
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
「
碑
銘
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

は
、
一
九
一
八
年
の
《
碑
銘
》（1918,  207

）﹇
図
10
﹈（22）
や
、
一
九
二
一

年
の
《
碑
銘
》（1921, 3

）（23）
な
ど
、
抽
象
的
な
形
態
を
文
字
に
見
立
て

て
並
べ
、
建
造
物
の
よ
う
な
も
の
に
し
た
作
品
に
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
転
じ
て
《
人
文
字
》（1924,  92

）
や
《
人
物
文
字
》（1925, 125

（C
 5

））﹇
図
11
﹈
の
よ
う
に
、
平
行
線
上
に
配
置
さ
れ
た
人
間
が
文
字
の

ポ
ー
ズ
を
と
る
よ
う
な
作
品
も
作
ら
れ
た
。
ク
レ
ー
の
想
像
力
に
お
い
て
、

図 9　パウル・クレー《騎手のいる絵碑銘》
1920， 117， 紙にペン， もとの作品
を切断し再構成， 厚紙に貼付， 20×
13.6cm， 現所蔵者不明

図 10	 パウル・クレー
《碑銘》1918， 
207，紙にペン， 
輪郭線に針の
なぞり痕， 厚紙
に貼付， 21 ×
7.6/7.3cm， パ
ウル・クレー・
センター

図 11	 パウル・クレー《人物文字》1925， 125（C5）， 紙に
ペン， 厚紙に貼付， 11.6×20.4cm， E. W. K.， ベルン
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文
字
は
植
物
に
も
、
抽
象
的
な
形
態
か
ら
な
る
建
造
物
に
も
、
ま
た
人
間

に
も
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
七
月
三
日
に
ク
レ
ー
は
、
バ
ウ

ハ
ウ
ス
で
行
っ
た
「
造
形
理
論
」
の
講
義
に
対
す
る
「
全
般
を
振
り
返
っ

て
」
に
お
い
て
、
自
然
の
生
長
過
程
と
芸
術
の
制
作
過
程
と
の
ア
ナ
ロ
ジ

ー
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
種
々
異
な
る
要
素
の
統
一
を
め
ざ
し

て
有
機
的
に
組
織
化
す
る
こ
と
、
諸
器
官
を
有
機
体
に
統
合
す
る
こ
と

は
、
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
、
繰
り
返
し
わ
れ
わ
れ
の
理
論

的
探
究
の
目
標
で
あ
っ
た
。
…
作
品
は
、
最
初
か
ら
精
密
に
既
定
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
作
品
は
い
ず
れ
も
或
る
時
点
で
モ
チ
ー
フ
的
要
素
を

手
掛
か
り
に
始
ま
り
、
種
々
の
器
官
を
経
て
有
機
体
に
生
長
す
る
の
で
あ

る
」
（24）
。
こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、《
平
原
の
庭
Ⅰ
》
と
《
平
原
の
庭
Ⅱ

（
園
亭
の
あ
る
）》
の
よ
う
に
、
も
と
の
作
品
が
切
断
さ
れ
作
品
が
新
し
い

文
脈
で
と
ら
え
直
さ
れ
た
り
、
ま
た
文
字
絵
の
フ
ォ
ル
ム
に
お
い
て
様
々

な
モ
チ
ー
フ
が
連
想
さ
れ
作
品
が
作
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
（25）
。
④
極
細

の
線
描
で
穀
物
畑
を
表
し
た
《
花
と
穂
》（1920, 89
）
と
《
穀
物
畑
の

花
々
》（1920, 109

）、
ま
た
そ
れ
ら
と
類
似
す
る
フ
ォ
ル
ム
を
持
つ
線

描
画
《
先
史
時
代
の
植
物
相
》（1920, 146

）。
植
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
文
字
絵
風
の
作
品
に
お
い
て
こ
の
「
植
物
相
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
言

葉
は
、
一
九
二
二
年
、
一
九
二
三
年
の
作
品
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

Ⅱ　

一
九
二
一
年
。
線
描
画
《
蒸
気
船
が
植
物
園
の
そ
ば
を
通
り
過
ぎ

る
》（1921, 199

）。
こ
れ
は
切
断
さ
れ
再
構
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、

一
九
二
三
年
の
《
熱
帯
の
園
芸
》（1923,  55

）
は
《
蒸
気
船
が
植
物
園
の

そ
ば
を
通
り
過
ぎ
る
》
の
画
面
上
部
か
ら
の
油
彩
転
写
作
品
と
な
っ
て
い

る
。Ⅲ　

一
九
二
二
年
。《
幻
想
的
な
植
物
相
》（1922, 26

）﹇
図
12
﹈、《
イ

ン
ド
の
花
園
》（1922, 28

）﹇
図
13
﹈、《
早
朝
の
植
物
》（1922,180

）。

こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
平
行
線
上
に
配
置
さ
れ
た
三
点
と
も
共
通
す
る
花

の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
。

Ⅳ　

一
九
二
三
年
。
①
前
述
の
《
熱
帯
の
園
芸
》（1923, 55

）。
②

《
宇
宙
的
植
物
相
》（1923, 176

）。

Ⅴ　

一
九
二
四
年
。《
花
園
》（1924, 131

）、《
水
草
の
文
字
絵

（W
asserp

fl
an

zen
sch

riftb
ild

）》（1924, 132

）﹇
図
14
﹈、《
実
っ
た
収

穫
》（1924, 172

）、《
砂
丘
の
絵
》（1924, 177

）﹇
図
15
﹈、《
砂
丘
の

風
景
》（1924,  213

）。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
同
じ
よ
う
な
植
物
モ
チ

図 12	 パウル・クレー《幻想的な植物相》
1922， 26， 紙にペン， 鉛筆， 油彩， 
水彩， 厚紙に貼付， 43.7 × 35cm， 
モーリッツブルク国立美術館
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パウル・クレーの作品における植物・文字

ー
フ
が
細
か
い
平
行
線
の
上
に
配
置
さ
れ
て
画
面
全
体
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
モ
チ
ー
フ
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
よ
う
な
構
成
の
作
品
と
し

て
《A

R
A

. 

熱
帯
の
庭
で
の
清
涼
》（1924, 186

）
が
あ
る
。《
水
草
の
文

字
絵
》
と
《
砂
丘
の
絵
》
に
お
け
る
植
物
の
モ
チ
ー
フ
と
そ
の
配
置
、
お

よ
び
画
面
上
部
の
波
線
や
十
字
形
、
楕
円
形
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
一
九
二
四
年
の
植
物
モ
チ
ー
フ
の
作
品
の
番
号
に
近
い
番

号
を
持
つ
作
品
を
概
観
す
る
と
、
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
上
記
作
品
群

と
構
成
的
な
関
心
を
共
有
す
る
三
つ
の
傾
向
の
作
品
が
見
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
①
《
壁
掛
け
》（1924, 128
）、《
カ
ー
テ
ン
》（1924,  129

）
な

ど
（
こ
れ
ら
は
ク
レ
ー
が
も
と
の
作
品
を
切
断
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
し

た
作
品
と
し
た
も
の
で
あ
る
）
の
よ
う
に
画
面
全
体
を
覆
う
幾
何
学
模
様

が
タ
イ
ト
ル
と
結
び
つ
い
て
装
飾
的
な
効
果
を
強
め
て
い
る
作
品
、
②

《
構
造
的
I
》（1924, 125

）、《
信
者
た
ち
の
要
塞
》（1924, 133

）、《
大

聖
堂
》（1924, 138

）
な
ど
の
よ
う
に
建
築
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
、

③
《
オ
リ
エ
ン
ト
の
墓
地
》（1924, 174

）、《
破
壊
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
》

（1924, 178

）、《
記
号
の
収
集
》（1924, 189

）
な
ど
記
号
を
扱
っ
た
作

品
で
あ
る
。

《
水
草
の
文
字
絵
》
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
と
デ
ッ
サ
ウ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で

ク
レ
ー
と
同
僚
で
あ
っ
た
リ
オ
ネ
ル
・
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
が
所
蔵
し
て
い

た
作
品
で
あ
る
（26）
。
た
だ
し
ア
ネ
ッ
テ
・
バ
ウ
マ
ン
は
、
ク
レ
ー
が
フ
ァ

図 13　パウル・クレー， 《インドの花園》
1922， 28， 紙にイングリッシュ・レッドで
地塗り， その上に水彩とチョーク， 厚
紙に貼付し， 水彩とペンによる縁取り， 
24 × 35.5cm， ザールラント美術館

図 14　パウル・クレー《水草の文字絵》
1924， 132， 茶色の糊絵具で地塗りし
た紙に水彩， 油性透明塗料， テンペラ， 
下に水彩とペンによる帯、グアッシュ
とペンで縁取り， 厚紙に貼付， 24.2 ×
29.3cm， 現所蔵者不明

図 15　パウル・クレー《砂丘の絵》1924， 
177， 紙にペンと水彩， もとの作品を
切断し再構成， 厚紙に貼付， 22.4 ×
22.7cm， ルートヴィヒ美術館
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イ
ニ
ン
ガ
ー
に
直
接
寄
贈
し
た
の
で
は
な
く
、
一
九
四
〇
年
頃
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
カ
ー
ト
・
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
画
廊
を
通
じ
て
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ

ー
が
こ
の
作
品
を
購
入
し
た
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
（27）
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に

お
い
て
ク
レ
ー
と
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
定
期
的
に
互
い
の
家
で
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
い
て
演
奏
す
る
関
係
に
あ
り
、
ま
た
作
品
を
寄
贈
し
合
う
仲
で
も

あ
っ
た
（28）
。
例
え
ば
ク
レ
ー
の
油
彩
転
写
作
品
《
出
会
い
》（1921, 174

）

﹇
図
16
﹈
は
、
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
作
品
の
一
点
で
あ
る
。

脚
に
車
輪
の
付
い
た
二
頭
の
動
物
が
、
線
路
上
で
「
出
会
う
」
場
面
が
描

か
れ
て
お
り
、
こ
の
線
路
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
弦
や
、
あ
る
い
は
楽
譜
を

も
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
作
品
を
贈
る
に
あ
た
っ
て
、
ク
レ
ー
は
描
か
れ
た

二
頭
の
動
物
を
自
分
自
身
と
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
に
な
ぞ
ら
え
、
音
楽
で
結

び
付
い
た
そ
の
関
係
を
示
唆
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
楽
譜

を
想
起
さ
せ
る
平
行
線
は
、
例
え
ば
同
年
の
油
彩
転
写
作
品
《
バ
ル
ト

ロ
：
復
讐
だ
、
お
お
！　

復
讐
だ
！
》（1921, 5

）﹇
図
17
﹈（
や
《
ド
ク

タ
ー
・
バ
ル
ト
ロ1921, 5

の
た
め
の
素
描
》（1921, 40

））
に
も
登
場
す

る
。
オ
ペ
ラ
『
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
』
の
第
一
幕
で
ア
リ
ア
「
復
讐
だ
、
お

お
！　

復
讐
だ
！
」
を
歌
う
医
師
バ
ル
ト
ロ
を
表
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
や
、

前
述
の
作
品
《
出
会
い
》
は
、
音
楽
に
関
係
し
た
文
字
絵
の
バ
リ
ア
ン
ト

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
（29）
。
フ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
ー
は
《
水
草
の
文
字
絵
》

を
購
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
作
品
が
、
音
符
の
よ
う
な
水
草
が
そ
れ

図 16　パウル・クレー《出会い》1921， 
174， 紙に油彩転写， 水彩， 厚紙に貼
付， 44.5 × 30.5cm， 個人蔵（スイ
ス）

図 17　パウル・クレー《バルトロ：復讐だ、おお！
復讐だ！》1921， 5， 紙に油彩転写， 水彩， 
上下に水彩による帯， 厚紙に貼付， 24.4 ×
31.2cm， 個人蔵（スイス）
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パウル・クレーの作品における植物・文字

ら
を
か
ら
め
取
っ
て
い
る
平
行
線
の
揺
ら
ぎ
の
せ
い
で
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
水

中
で
揺
ら
い
で
音
楽
を
奏
で
て
い
る
印
象
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て

の
同
僚
・
演
奏
仲
間
か
ら
《
出
会
い
》
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
重
ね
合
わ
せ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
植
物
」
と
「
文
字
絵
」
と
い
う
言
葉
を
タ
イ
ト
ル
に
持
つ
作
品
は
、

《
水
草
の
文
字
絵
》
の
他
に
一
九
三
二
年
の
《
植
物
―
文
字
絵（P

fl
an

zen
-

Sch
riftb

ild

）》（1932, 61

（M
 1

））﹇
図
18
﹈
が
あ
る
。
し
か
し
《
植

物
―
文
字
絵
》
は
一
九
一
〇
―
一
九
二
〇
年
代
の
「
文
字
絵
」
に
お
け

る
、
平
行
線
も
し
く
は
矩
形
の
列
の
中
に
文
字
な
い
し
植
物
を
厳
格
に
配

置
し
て
い
く
よ
う
な
構
成
か
ら
は
大
き
く
離
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ア
ラ

ビ
ア
文
字
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
無
数
の
太
い
線
が
内
か
ら
外
へ
と
遠
心

的
に
散
ら
ば
っ
て
い
き
、
そ
れ
ら
が
同
時
に
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
な
画
面
と
な
っ
て
い
る
。《
植
物
―
文
字
絵
》
が

描
か
れ
た
頃
に
は
、《
抽
象
的
な
文
字
》（1931, 284

（Y
 4

））、《
文
書
》

（1933,  283

（Z
 3

））、《
秘
密　

文
字
絵
（G

eh
eim

 Sch
rift b

ild

）》

（1934, 105

）﹇
図
19
﹈
の
よ
う
に
、
文
字
の
線
描
的
な
要
素
、「
書
く
」

と
い
う
こ
と
の
表
現
的
な
力
に
注
目
し
た
結
果
、
読
む
こ
と
の
で
き
な
い

文
字
の
列
、
あ
る
い
は
文
字
の
よ
う
な
抽
象
的
な
形
態
で
構
成
さ
れ
る

作
品
が
見
ら
れ
る
（30）
。
ま
た
特
に
《
秘
密　

文
字
絵
》
に
は
、

本
当
に
言
い
た
い
こ
と
は
「
秘
密
に
」
あ
る
い
は
暗
号
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ナ
チ
ス
支
配
下
で
の
厳
し
い
状
況
が

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
「
秘
密
」
と

い
う
こ
と
は
タ
イ
ト
ル
に
そ
れ
を
解
読
す
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
支
配
に
屈
し
な
い
強
い
意

志
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
文
字
絵
」
そ
の
も
の
は
、
詩
を
挿
入
し
て
画
面
全
体
を
構

成
し
た
一
九
一
六
―
一
九
二
一
年
の
作
品
群
か
ら
、
そ
の
フ

ォ
ル
ム
を
応
用
し
楽
譜
の
よ
う
な
構
成
で
モ
チ
ー
フ
の
植
物

が
音
楽
を
奏
で
て
い
る
か
の
よ
う
な
《
水
草
の
文
字
絵
》
に

展
開
し
、
さ
ら
に
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
文
字
を
中
心
テ
ー

マ
と
し
た
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
《
植
物
―
文
字
絵
》
や

《
秘
密　

文
字
絵
》
へ
と
至
る
。

図 18	 パウル・クレー《植物－文字絵》1932， 
61(M 1)， 地塗りした亜麻布に水彩とテン
ペラ， 厚紙に貼付， 25.2 × 52.3cm， パウ
ル・クレー・センター

図 19	 パウル・クレー《秘密　文字絵》
1934， 105， 紙に糊絵具， 厚紙に貼
付， 48 × 63.5cm， パウル・クレー・
センター
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Ⅵ　

一
九
二
五
年
。
①
細

か
な
木
々
を
平
行
線
上
に
配

置
し
て
森
を
形
作
っ
た
一
連

の
作
品
《
M. 

の
そ
ば
の
森
》

（1
9

2
5

, 1
3

7
（D

 7

））、《
若

い
森
》（1925, 138
（D

 8

））

﹇
図
20
﹈、《
G. 
の
そ
ば
の
森
》

（1925, 139

（D
 9

））。
②
前

述
の
森
に
関
す
る
一
連
の
作

品
に
よ
く
似
た
フ
ォ
ル
ム
で
、

庭
園
を
表
し
た
作
品
《
庭
園

建
築
》（1925, 164

（G
 4

））、

《
庭
園
の
幻
想
》（1925, 196

（T
 6

））。

Ⅶ　

そ
の
後
デ
ッ
サ
ウ

の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
ク
レ
ー

が
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
時
期

（
一
九
二
五
―
一
九
三
一
年
）

に
は
、
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
《
若
い
森
、
板
》（1926,  

208

（U
 8

））、《
パ
ス
ト
ラ
ル
》

（1
9

2
7

, 2
0

（K
 1

0

））、《
若

い
庭
園
》（1927, 25

（L 5

））、

《
若
い
栽
植
農
園
》（1929, 98

（S 8

））
の
よ
う
な
作
品
が
、
一
九
一
六

―
一
九
二
一
年
の
文
字
絵
風
の
フ
ォ
ル
ム
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
の
、
同

じ
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
で
は
む
し
ろ
都
市
建
築
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
が

比
較
的
目
立
つ
。
つ
ま
り
、《
大
円
蓋
》（1927, 43

（N
 3

））、《
水
辺
の

聖
堂
》（1927, 46

（N
 6

））
な
ど
一
九
二
七
年
の
一
連
の
作
品
や
、《
都

市
台
帳
の
一
枚
》（1928, 46

（N
 6

））、《
古
い
街
（
展
望
）》（1928, 78

（Q
u

 8

））、《
宮
殿
》（1928, 133

（D
 3

））、《
オ
ザ
ー
ル
（
都
市
画
）》

（1928, 141

（E 1

））
な
ど
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
「
文
字
絵
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
植
物
に
関
す
る
作
品
群
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
レ
ー
が
ヴ
ァ
イ
マ
ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
時
代
に
、
そ
れ

ま
で
の
作
品
上
で
の
実
験
を
踏
ま
え
て
そ
れ
を
多
様
に
変
化
・
応
用
さ
せ

て
新
し
い
作
品
を
作
っ
て
い
っ
た
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
一
六

―
一
九
二
一
年
の
文
字
絵
で
時
間
や
運
動
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
ク
レ
ー

は
、
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
に
共
感
し
、
生
長
す
る
植
物
に
関
心
を
持
っ
た
。

ヴ
ァ
イ
マ
ル
・
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、
文
字
絵
の
フ
ォ
ル
ム
を
応
用

し
て
画
面
一
面
に
植
物
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
繁
茂
す
る
過
程
を
描
い
た
。
そ

し
て
「
植
物
」
と
「
文
字
絵
」
に
対
す
る
関
心
は
最
終
的
に
、
一
九
三
二

年
の
《
植
物
―
文
字
絵
》
の
よ
う
に
、
文
字
の
線
描
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

植
物
の
生
長
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
結
び
付
い
て
、
無
数
の
バ
イ
オ
モ
ー
フ

ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
抽
象
形
態
が
収
縮
・
拡
張
し
つ
つ
内
か
ら
外
に
向
か
っ

図 20　パウル・クレー《若い森》1925， 138 (D 8)， 紙にペンと水彩， 厚紙に貼付， 
9.8 × 32.2cm， ワシントン・ナショナル・ギャラリー
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パウル・クレーの作品における植物・文字

て
拡
散
し
て
い
く
画
面
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は

常
に
、
作
品
を
自
律
的
な
有
機
体
と
見
な
す
ク
レ
ー
の
制
作
態
度
が
見
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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